


1. 2020年度の概況

(1) 2020年は、新型コロナウイルスの影響があり、研究者の申請期間や研究対象期間を延長

しました。募集期間を2ヶ月から3ヶ月にし、研究対象期間を2021年4月から2022年3月を

2022年9月までとし、研究作業の遅延も考慮して6ヶ月間の延長をしました。2019年度に

助成した研究者も同様に研究対象期間を6ヶ月延長としました。

2020年度の事業活動の収入は株式配当金が53,360,000円となりました。交付件数は44件で

前年より2件増加しました。応募案件は2019年度の94件から、2020年度は119件と応募件数が

25件と増加しました。新型コロナウイルスの影響を加味して、研究助成金の公募を6月1日から開始を

1ヶ月早め5月1日から開始しました。事業の内容に一致する案件が多く、研究助成金の交付は計画

では43件でしたが1件多い44件となりました。

新型コロナウイルスの影響は研究者だけでなく、事務局の運営にも影響があり、今後のことも

考慮してノー トパソコンを購入してリモートワ ークが出来るように環境整備を行いました。

本財団の課題として、知名度は徐々に上がって来てはいますが、応募件数が毎年100件に

なるように今後も無料のニュースリリースサイトや、当財団のホームページ等の活用をしながら

コストのかからない方法を検討をし、財団の知名度アップの広報活動を継続してまいります。

2. 財団の収支について

収益としては、株式配当金が昨年と同様の53,360,000円となりました。

費用面では、公益事業で50,478,784円、法人会計で4,095,558円、合計54,574,342円となりました。

内訳は公益目的事業費が前年より3,021,466円、法人会計が651,221円の増加となりました。

共通事業費が前年より283,797円、助成金交付額が前年より2,000,000円の増加となり、公益目的事業

の経常費用の増加の要因となっています。

主な増加の科目は、事業費では印刷製本費682, 000円、研究助成金2,000,000円、共通費では給与が

76,002円、地代家賃が194,760円、減価償却費が111,870円等です。管理費では役員報酬が90,000円

給与114,076円、減価償却費86,130円、地代家賃168,380円、業務委託費117,158円等です。

収入面では株式配当金が前年と同じの40円となり、当年の公益目的事業の収入48,026,555円となり、

そこから44,000,000円の研究助成金を交付しました。

財団の総費用は54,574,342円となり、当期経常増減額は1,211,746円のマイナスとなりました。

内訳でも、公益目的事業で2,452,229円のマイナス、法人会計で1,240,483円のプラスで、

合計で1,211,746円のマイナスとなりました。

3. 公益目的事業について

2020年度も、生命科学に関する分野で、 「人間の健康と美」を促進する研究で農林水産分野、

食品分野、生物学分野の研究者及び研究機関に対して、研究助成金の募集実施と助成金交付を

行い、また当財団の財団活動の情報公開のため下記の事項を実施致しました。

(1)財団活動を本財団HPで広く情報を公開いたしました。

公開しだ情報は下記の通りです。

①研究助成金募集活動

②事業計画と収支予算

③決算報告（財務諸表等）

④事業報告等

⑤研究助成金交付実績

⑥研究業績集
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